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携帯型多言語間医療対話支援システムの構築と
医療機関への導入

尾崎 俊1,a) 吉野 孝2,b) 重野 亜久里3

概要：現在，日本の医療現場では，医療従事者と外国人患者との対話に大きな課題がある．特に入院
患者については 24時間体制で通訳を行う必要があるが，その対応は困難である．我々はこれまでに，
入院場面における医療従事者と外国人患者との対話を支援する「ぷち通」の開発を行ってきた．入院
場面を想定した試用実験では，おおむね好評であったが，病院の導入には至っていない．そこで本稿
では，大規模病院で試験導入を行ない，「ぷち通」の問題点を抽出した．本研究の貢献は次の 3点にま
とめられる．(1)医療機関へ携帯型多言語間医療対話支援システムの導入を行った．(2)医療対話では
「医療場面に応じた定型文のセット」が多用される．(3) 正確性と迅速性が求められる医療現場では，
システム利用者は未知の機能を試さない．
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Development of Mobile Multilingual Medical Communication
Support System and Its Introduction for Medical Field
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Abstract: In the medical field, there exists a serious problem with regard to communications between
hospital staffs and foreign patients. For example, medical translators cannot provide support in cases
in which round-the-clock support is required during hospitalization. We have developed a multilingual
communication support system called “Petit Translation” between people speaking different languages
during hospitalization. From the results of introduction of “Petit Translation” to a hospital, we found the
following results. (1)We have introduced the multilingual communication support system for a handheld
device to the hospital. (2)They often used phrases sets appropriating to medical scene in the medi-
cal communication. (3)In the medical field, they need accuracy and speed. Therefore, they only use
functions they already know.
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1. はじめに

現在，在日外国人数や訪日外国人数は増加傾向にあ
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り [1], [2]，多言語間コミュニケーションの機会が増加

している．コミュニケーションを行う際，言語の違いは

大きな障壁となる．一般に多言語の十分な習得は困難で

あり，多言語間コミュニケーションを正確かつ円滑に行

うためには，言語の違いを克服する必要がある．特に医

療分野では，医療従事者と患者との間で正確なコミュニ

ケーションが出来ない場合，医療ミスにつながる恐れが

ある [3]．医療通訳の需要は急速に増大しているが，医療

通訳者の数が不足しているという問題がある．特に入院

患者については 24時間体制で通訳に対応する必要があ

るが，医療通訳者が 24時間体制で対応することは難し
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図 1 音声翻訳機能の構成図

Fig. 1 System configuration of a voice translation function.

い [4]．通訳者の不在時には，主に身振りで会話を補っ

ている [5]．そのため，多言語間における，より正確な

コミュニケーションを支援するシステムが必要とされて

いる．

これまでに我々は，外国人患者のための多言語医療受

付支援システムM3（エムキューブ）[6]，ビデオチャッ

トを用いた診察時における医療通訳支援システム [7]の

開発を行ってきた．本研究では，入院場面を支援の対象

とする．入院場面において，医療従事者と外国人患者の

コミュニケーションは病院内の様々な場所で発生する．

そのため，システムは携帯可能である必要がある．

そこで我々は，入院場面における医療従事者と外国人

患者のコミュニケーションを支援する，携帯型多言語間

医療対話支援システム「ぷち通」の開発を行った．入院

時には，医療に関する定型的なコミュニケーションに加

えて，医療従事者と外国人患者との多岐にわたる日常会

話への対応が必要とされている．そこで，翻訳の正確性

が求められる医療に関する会話には，用例対訳*1，それ

ほど正確性を必要としない日常会話には機械翻訳を利用

する．

2. 関連研究

これまでに，多言語間コミュニケーションの支援を目

的とした研究がいくつか行われている．用例対訳を利用

した携帯端末上のシステムに関する研究として，PDA

を用いた旅行対話支援システム [9]，相手の回答を誘導

する異言語間会話支援ツール「グローバルコミュニケー

ター」[10]がある．PDA を用いた旅行対話支援システ

ムについては，相手への発言は音声合成により出力され

*1 用例対訳とは，予め正確に翻訳された多言語の対訳を指す．用
例翻訳は，翻訳の効率および精度向上のための技術として利用
されている [8].

るが，相手からの返答，発言に関する支援はされていな

い．グローバルコミュニケーターは，相手からの返答，

発言に対して選択肢からの選択や筆談により対応してい

る．筆談は手書き入力によるものであり，機械翻訳等は

使われていない．そのため医療現場における複雑な内容

に対応できない．また，これらのシステムには，自分の

伝えたい内容の用例対訳が存在しない場合に，コミュニ

ケーションができないという問題がある．本システムで

支援する入院場面は，高い翻訳精度が求められる会話か

ら，精度を求められない日常会話まで，幅広く対応する

必要がある．そこで本研究では，円滑かつ多様な状況に

対応可能な，対面同期型多言語間コミュニケーション支

援システムの構築を目指す．

3. ぷち通バージョン 1の構築

3.1 主要機能

ぷち通バージョン１の各機能について述べる．

3.1.1 音声翻訳機能

音声翻訳機能は，話した言葉を相手の言語へ翻訳し，

音声と文字により伝える機能である．音声翻訳機能の構

成を図 1に示す．以下に，音声翻訳機能を構成する，「音

声入力」「翻訳」「音声合成」に分けて述べる．

( 1 ) 音声入力

音声を文字に変換する (図 1 1⃝)．携帯端末上で，文

を手入力するのは負担がかかるため，音声入力機能

を用いた．音声認識には，Google音声認識を使用

している．

( 2 ) 翻訳（類似用例検索，機械翻訳)

入力された文について，類似した用例対訳の検索と

機械翻訳を並行して行う. 翻訳結果表示画面を図 2

に示す．用例対訳の検索結果と機械翻訳結果を同一
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の画面に表示することで，用例対訳が検索されな

かった場合，すぐに機械翻訳の使用に切り替えるこ

とができるようにした (図 2 2⃝, 3⃝)．機械翻訳の精

度を確認できるように，機械翻訳結果と併せて折り

返し翻訳結果も表示している (図 2 3⃝)．類似した用

例対訳の検索については，入力文のゆらぎを考慮し，

関西学院大学の田淵らが開発した類似用例検索 [11]

を使用している (図 1 2⃝, 3⃝). 用例対訳の取得には，

言語グリッド [12]上の用例対訳Web サービスを使

用している (図 1 3⃝)．機械翻訳は，言語グリッドを

介して高電社の J-Server*2を使用している．

( 3 ) 音声合成翻訳結果表示画面で利用者が選択した用例

対訳または機械翻訳結果から，音声データを生成す

る (図 1 4⃝). 音声合成には，言語グリッド上の音声

合成Web サービスを使用している．在日外国人の

中には，日本語を話すことのできない人や，日本語

や母語を話すことはできるものの，読み書きのでき

ない人が存在する [4]．また，精密検査時など医療

従事者と外国人患者の距離が遠いため，文字が見え

ない場合がある．その場合は，音声データを用いる

ことにより，翻訳結果を会話相手に見せるだけでな

く，音声でも伝えることができる．　

3.1.2 場面検索機能

場面検索機能は，対話場面によって用例対訳を絞り込

む機能である．場面検索画面を図 3に示す．クリック操

作のみで用例対訳を検索することができるため，文を入

力する手間を省くことができる．まず，利用者は上位カ

テゴリから，自分の対話場面を選択する (図 3 1⃝). 各場

面は階層構造になっていおり，上位のカテゴリをクリッ

クすると，下位のカテゴリが表示される (図 3 2⃝). 下位

のカテゴリをクリックすると，そのカテゴリに分類され

た用例対訳が検索される．

3.1.3 お気に入り登録機能

お気に入り登録機能は，頻繁に使用する翻訳文を携帯

端末内に保存し，2回目以降に素早く使用できるように

する機能である．また，お気に入りに登録された用例は

音声データも端末内に保存する．

3.1.4 応答機能

応答機能は，選択された翻訳結果を対話相手に提示

した際に，相手から応答してもらうための機能である．

図 4に応答画面を示す．この画面を質問者の利用機能と

応答者の利用機能に分けて説明する．

( 1 ) 質問者用の機能

音声翻訳機能および場面検索機能で，自分の伝えた

い内容の翻訳結果を選択すると，応答画面に表示さ

れる (図 4 1⃝)．翻訳結果を対話相手に見せるだけで

なく，音声合成ボタン (図 4 3⃝)を押すことにより，

音声で伝えることができる．また，お気に入り登録

ボタン (図 4 2⃝)を押すことで，お気に入り登録がで

*2 http://www.kodensha.jp/

きる．

( 2 ) 応答者用の機能

簡単な質問に対しては，「はい・いいえ」ボタン

(図 4 4⃝)を利用することで応答できる．「はい・い

いえ」ボタンはクリックすると色が付くため，質問

者はその色からどちらが選択されたのか/判断する

ことができる．また，詳細に応答する必要があると

きは，詳細応答用テキストボックス (図 4 5⃝)に文字

を入力し，翻訳を行う (図 4)．

3.2 試用実験

ぷち通バージョン 1の機能で，円滑な多言語間コミュ

ニケーションが可能かどうか実験を行った．被験者は，

和歌山大学の日本人学生と中国人留学生それぞれ 9名ず

つの計 18名であった．本実験では，1回の実験につき

日本人被験者 1名と中国人被験者 1名が参加した．実験

回数は 9回である．日本人被験者には日本人医療従事者

役，中国人被験者には外国人患者役のタスクを割り当て

た．本実験では，医療従事者役が質問の検索・提示を行

い，外国人患者役に回答してもらうというタスクを，1

回の実験につき 5回行った．本システムの効果を検証す

るために，従来手法 (外国人会話集*3(以降，会話集)と

電子辞書の併用)との比較を行った．

3.3 実験結果と考察

日本人被験者は「場面検索機能で，タスクの達成に必

要な用例が検索可能」であるタスクにおいて，ぷち通を

用いたタスク達成時間は「会話集+電子辞書」を併用し

た場合のタスク達成時間より短い，あるいは少し時間が

かかる結果となった．「場面検索機能で，タスクの達成

に必要な用例が検索不可能」であるタスクにおいては，

「ぷち通」を用いた方の時間がかかる結果となった．

用例の検索性に関しては，会話集に比べて，場面検索

機能，音声入力・手入力検索 (類似用例検索)は用例対

訳を探しやすいことが分かった．場面検索機能に関する

記述式アンケートには「予想した場面と聞きたい内容と

合っていれば探しやすい」といった意見があったまた，

タスク正答率に関しては，「ぷち通」と「会話集と電子辞

書」との間に差は見られなかった.

これらの実験結果から，ぷち通は，効率的に用例を検

索でき，利用者の満足度の高いシステムであると考えら

れる．

4. ぷち通バージョン 2の構築

ぷち通バージョン 1を看護師と用例対訳作成スタッフ

に試用してもらい意見やアドバイスを得た．それを参考

に，ぷち通バージョン 1の改良を行った．以下に「看護

師の意見」と「用例対訳作成スタッフの意見」に分けて

述べる．

*3 http://di.mt-pharma.co.jp/foreign/
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①翻訳言語ペア
　の提示

③機械翻訳結果
　（　）内は
　折り返し翻訳結果

図 2 翻訳結果表示画面 (バージョン 1)

Fig. 2 Screenshot of the results of a translation function

(version 1).

「処置・検査」
をクリック

②下位カテゴリ
　が表示される

①上位カテゴリ
　から選択する

図 3 場面検索画面 (バージョン 1)

Fig. 3 Screenshot of a scene retrieval function (version 1).

4.1 看護師の意見と機能の追加

看護師の意見から，想定していた使い方と異なること

が分かった．ぷち通バージョン 1では，会話の流れで必

要になった文を一つ一つ翻訳して会話を行うことを想定

していたが，実際は「医療場面に応じた定型文のセット」

を用いて会話を行う傾向があることが分かった．具体的

な意見として， 1⃝「用例選択画面と翻訳結果画面の行き
来を手間に感じる」という意見と， 2⃝「翻訳結果画面か
らに，用例ごとに関わりのある場面検索画面へ遷移した

い」という意見を得た． 1⃝に関しては，医療場面に応じ
た定型文には，はい・いいえの応答や了承のみ必要で，

詳しい応答が必要ないものも多い．そのため，一つ目の

用例を患者に提示した後，すぐに次の用例を提示したい

という要望がある． 2⃝に関しては，普段の業務で「医療
場面ごとの定型文のセット」を用いてコミュニケーショ

ンを行っているため，続く用例の検索の際は，医療場面

図 4 応答画面 (バージョン 1)

Fig. 4 Screenshot of a response function (version 1).

を元に想起し検索をしている．そのため，翻訳結果画面

から場面検索画面へ遷移したいという要望がある．
1⃝， 2⃝それぞれの意見に対して，新たに「複数翻訳機

能」と「場面カテゴリ遷移機能」を実装した．以下にそ

れぞれの機能について述べる．

( 1 ) 複数翻訳機能

複数翻訳機能は，使用したい用例を複数選択し，ま

とめて翻訳する機能である．一度に複数の翻訳を可

能にすることで，用例選択画面と翻訳結果表示画面

の行き来が減り，よりコミュニケーションが円滑に

なることを目的としている．

　図 5に，複数翻訳機能の実装前 (ぷち通バージョ

ン 1)と実装後 (ぷち通バージョン 2)の画面遷移の

違いを示す．図 5では，3つの用例（「利き腕でな

い手を出してください。」「少し痛いですよ？」「針

を刺しますが、手先がしびれたらすぐに教えて下

さい。」)を続けて翻訳するときの例を示している．

複数翻訳機能の実装前の画面遷移を図 5(a)，(b)に

示す．ユーザは翻訳したい用例を一つずつ選択し

(図 5(a) 1⃝)，選択した用例は「こえかけ画面」で一

つずつ提示される (図 5(a) 2⃝)．続けて次の用例を選

択するためには，毎回戻る必要があった (図 5 3⃝)．

この結果「場面検索結果画面」と「こえかけ画面」

を 2.5往復する必要があった．

　これに対して，複数翻訳機能の実装後の画面遷移

を図 5(c)，(d)に示す．ユーザは最初に，翻訳した

い用例の，左側にあるチェックボックスをクリック

していく (図 5(a) 1⃝)．用例の選択が完了したら，翻

訳決定ボタンをクリックし，「こえかけ画面」へ遷
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移する (図 5(a) 2⃝)．「こえかけ画面」では，選択し

た用例対訳一覧が表示されるため (図 5(b) 3⃝)，「場

面検索結果画面」と「こえかけ画面」を往復する必

要は無くなった．

( 2 ) 場面カテゴリ遷移機能

場面カテゴリ遷移機能は，用例から該当する場面カ

テゴリへ遷移する機能である．場面カテゴリが同じ

用例の検索を容易にすることを目的としている．

　場面カテゴリ遷移機能の画面遷移を図 6に示す．

最初に，用例の左側にある場面検索アイコンをクリッ

クする (図 6(a) 1⃝)．クリック後，用例に該当する上

位場面カテゴリがダイアログに提示されるので，遷

移したい場面カテゴリをクリックする (図 6(b) 2⃝)．

クリック後，下位カテゴリ一覧が提示された状態で

場面検索画面へ遷移する (図 6(c) 3⃝)．

4.2 用例対訳作成スタッフの意見

正確なコミュニケーションを行うためには，用例対訳

を利用する必要があるが，全ての会話を想定して用例対

訳を作成するのは困難である．用例対訳を作成するス

タッフにとっても，数字や固有名詞を入れ替えた用例対

訳を何十個も作成するのは負担がかかる．また， 3.2節

の試用実験において，日本人被験者のアンケートで「用

例対訳を自由に修正したい」という意見や，「用例対訳

で数字を補足するのに困った」という意見が得られた．

そのため，用例対訳の固有名詞をユーザが動的に修正

可能な「穴あき用例機能」を実装した．図 7に穴あき

用例機能の画面遷移を示す．用例対訳の修正手順は次

の通りである．最初に，用例選択画面または翻訳結果画

面から，使用したい用例を選択する (図 7(a) 1⃝「消灯時
間は [t1]時 [c1]です。」を選択)．選択した用例に穴あき

用例の記号が含まれている場合は (図 7(a)では，[t1]と

[c1])，用例修正ダイアログが開くので利用者は修正を行

う (図 7(b) 2⃝ 時間 (t1)に 21，分 (c1)に 30と入力)．修

正が完了したら，次の翻訳結果提示画面で，修正内容が

用例対訳に反映されている (図 7(c) 3⃝「消灯時間は 21時

30分です。」と修正される)．

現在，修正可能なものは「曜日，日にち，時間，分，

錠数，回数，温度，歳，枚数，代金」である．体の部位

は，指示語を用いて対応する予定である．

5. 医療機関への導入

大学の附属病院に改良したシステム（ぷち通バージョ

ン 2）の導入を行った．導入前に看護師に対して，ぷち

通の使用方法の説明を一度行った．導入の期間は，2012

年 8月 22日から 2012年 11月 7日である．中国人患者

（60代の男性）との会話時に利用された．

5.1 インタビュー概要

ぷち通の導入期間の最終日である 2012年 11月 7日

⑥選択した用例対訳が
　複数表示される

(c) 場面検索結果画面 (d) こえかけ画面

④翻訳したい用例を
　チェックしていく

①翻訳したい用例を
　一つずつクリックしていく

③次の用例を選択するために
　戻る必要がある

②選択した用例対訳が
　一つずつ表示される

⑤翻訳決定ボタンを押下

往復の必要無し

ぷち通バージョン１

ぷち通バージョン２
( 複数翻訳機能実装後 )

(a) 場面検索結果画面

(b) こえかけ画面

(a) 場面検索結果画面

(b) こえかけ画面

戻る

2 回目

戻る

2.5 往復必要

1 回目

3回目

」

図 5 複数翻訳機能の画面遷移

Fig. 5 Screenshots of a multiple translation function.

に，ぷち通を利用した看護師 2名にインタビューを約 1

時間行った．看護師 2名には，ぷち通の利用場面を思い

出してもらいながら，問題点の抽出を行った．

5.2 インタビュー結果と考察

実際に利用された機能は，事前に説明を受けた「場面

検索機能」と「音声翻訳機能」の 2つであった．説明を

受けた機能以外使用しなかった理由として，「忙しい業

務の中，患者との対話の中で試行錯誤しながらシステム

を使うのは困難」という意見があった．以下に「場面検

索」と音声翻訳機能を構成する「音声入力」「翻訳」「翻

訳結果の提示・患者応答」分けて問題点を述べる．

5.2.1 場面検索

利用した上位カテゴリは「症状確認」と「あいさつ・

声かけ」の２つであった．利用頻度が少ない理由として，

「カテゴリから探すのは面倒なので，文字で検索したい」
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という意見があった．ただ，「どんな言葉がどのカテゴ

リに入っているかは大体分かる」という意見から，カテ

ゴリと用例の関連は適切だったといえる．

5.2.2 音声入力

「なかなか認識されない」と意見があった．「周りの雑

音に関しては特に気にならなかった」という意見から，

雑音が音声認識の精度を下げた原因である可能性は低い

ことが分かった．その他の意見から，原因は，「1度に 1

文以上の入力」「医療専門用語の入力」の二つが考えら

れた

( 1 ) 1度に 1文以上の入力

インタビューから，音声入力時に 1文以上を一度に

入力していたことが分かった (入力例：「検査があ

るので，絶食です」「明日になったら，起きましょ

う」)．一般的に，音声認識は長文になるほど認識率

が下がるため，これが音声認識の精度を下げた要因

の一つだと考えられる．

　 1文以上入力する理由として，「患者に行動を促す

ときに，理由も一緒に説明しないと納得しない」と

いう意見を得た．特に，リハビリなどの患者の負担

が大きい作業の場合，患者の協力を得るためには，

「何のためか」「そのリハビリがどのような効果をも

たらすのか」を説明する必要があることが分かった．

( 2 ) 医療専門用語の入力

「日本人にも通じないような専門用語 (例：ERCP)

を音声認識で入力しようとすると失敗する」という

意見があった．ぷち通では音声認識に Google音声

認識を使用している．Google音声認識はWeb検索

用語の認識に特化しているため，これも音声認識の

精度を下げた要因の一つだと考えられる．

5.2.3 翻訳

翻訳を構成している「用例対訳」と「機械翻訳」に分

けて述べる．

( 1 ) 用例対訳

「『食事制限があります』は存在するが『～は食べ

ないでください』が存在しないので，具体的な内容

が言えない」という意見から，固有名詞を含む具体

的な内容を示す用例の要望があることが分かった．

「食事制限はあります」と「お酒」等の 2つの文を

組み合わせることで伝えることは可能だが，手間と

時間がかかり面倒だと感じていた．また，「複数翻

訳機能 (4.1節 (1))でチェックしていくステップも

煩わしく感じる」という意見から，ぷち通バージョ

ン 2で想定していたよりも，さらに迅速性を求めて

いることが分かった．1文以上が 1つの用例にまと

まっていて，それを患者に提示するワンステップだ

けで伝えたいという要望があることが分かった．

( 2 ) 機械翻訳

看護師は，翻訳結果画面の下部にある用例 (図 2 3⃝)

が機械翻訳結果だと気が付かなかった．「自分が入

力した文が無くなる，そのまま翻訳してほしい」と

いう意見や「図 2 3⃝の括弧内の文が，折り返し翻訳
されいてたものだと分からなかった」という意見か

ら，翻訳画面の表記に問題があることが分かった．

さらに，用例対訳表示エリア (図 2 2⃝)では，括弧内

に日本語対訳を表示しているため，機械翻訳部分の

括弧内も対訳だと誤解を与えたと考えられる．機械

翻訳機能の存在を知らなかったため，ノート PCで，

Web上の機械翻訳サービスを用いてコミュニケー

ションをとっていた．

5.2.4 翻訳結果提示・患者応答

「こちらの言いたいことはボディーランゲージや筆記

である程度伝わるが，患者が伝えたいことが全く伝わら

ない」「患者の反応が分からなくて不安」「うなずきはし

ているが，ちゃんと理解しているのか不安」という意見

があった．患者の応答には「文字入力ソフトウェアキー

ボード」「手書き入力ソフトウェアキーボード」「音声

入力」を用意しているが，患者が高齢なため操作が難し

かったという意見を得た．また，なまりが強い場合，う

まく音声認識されない可能性が高いことが分かった．

6. 今後の対応

今回のインタビューで明らかになった問題点を，今後

「導入時の説明」と「システムの改良」で対応していく．

6.1 導入時の説明による対応

( 1 ) 全機能の使用

看護師は多忙な勤務の中，自分が知らない機能を試

す余裕は無いことから，説明された機能以外は積極

的に使用しないことが分かった．

インタビューでは「もし，その機能を知っていたら

使っていた」という意見もあった．そのため，説明

時に看護師に全機能を一通り使用してもらうことは

必要であると考えられる．

( 2 ) 音声認識の説明

音声認識の特徴を知らないために，長文を入力して

いることが分かった．看護師に認識精度の限界 (長

文の認識精度，医療専門用語の認識精度) を知って

もらうことは，認識精度向上の効果があると考えら

れる．また，地方ごとに「なまり」が存在するため，

うまく認識できないことの可能性を伝える必要があ

る．患者が地方出身者の場合は，文字入力などを用

いて応答してもらうようにする．

( 3 ) 機械翻訳の説明

ぷち通では機械翻訳時に，折り返し翻訳文も合わせ

て提示している．折り返し翻訳文で，ある程度，機

械翻訳の精度を推測できる．そのため，折り返し翻

訳の見方を伝えることで，低精度の機械翻訳文の使

用を防ぐことができる．
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③下位場面カテゴリ一覧が
　提示される

①場面検索 アイコンを
　クリックする

②用例に該当する上位場面
　カテゴリが，ダイアログに提示される

(a) 翻訳結果画面 (b) 場面選択ダイアログ (c) 場面検索画面

図 6 場面カテゴリ遷移機能の画面遷移

Fig. 6 Screenshots of jumping related category function.

①記号を含む用例をクリックする
    ([t1]，[c1] が含まれている ) ③修正が反映される

(a) 用例選択画面 (b) 用例修正画面 (c) 修正結果

②記号部分を修正する

図 7 穴あき用例機能

Fig. 7 Screenshots of an example text modifying function.

6.2 システム改良による対応

( 1 ) 患者応答機能

ぷち通では，詳細な応答を必要とするときは，ソフ

トウェアキーボードか手書き入力での応答を実装

している．しかし，今回のように患者が高齢者の場

合，複雑な操作を行うことは困難である．音声入力

であっても，なまりによってうまく認識されない可

能性がある．そこで，クリック操作のみで，詳細な

応答ができる機能を検討している．提案する患者応

答機能を図 8に示す．応答用例の候補を提示するこ

とで，外国人患者はクリック操作のみで詳細な応答

が可能となる．なお，応答用例の候補は，予め用例

対訳作成スタッフが作成する．

( 2 ) 翻訳画面

提案する翻訳画面を図 9に示す．看護師が機械翻訳

の存在に気が付かなかったのは，「入力文」と「折り

返し翻訳」の表記が不足していたことが原因だと分

かった．

( a ) 入力文の提示

以前の翻訳画面において，ユーザが入力した

文は表記していない (図 2)．そのため，看護師

は，自分が入力した文が無くなり不安を抱いて

いたことが分かった．そこで，翻訳画面左上に

ユーザが入力した文を提示する方針に変更した

(図 9 1⃝).

( b )折り返し翻訳の説明補足

以前の翻訳画面において，折り返し翻訳は括弧

でくくっただけであった (図 2)．そのため，こ

れが折り返し翻訳だと説明されていないユー

ザは混乱するだけであった．そこで折り返し

翻訳結果の前に「再翻訳」と表記を追加した

(図 9 2⃝). なお，「折り返し翻訳」という言葉は

一般的でないため，「再翻訳」という言葉を用

いた．

( 3 ) 穴あき用例の拡張

具体的な固有名詞が含まれる用例の要望があること
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日本語　⇔　中文　戻る こえかけ

お気に入り場面検索 履歴履歴履歴音声検索 キーワード検索

Are you cold?
（寒いですか？）

・ナースコール対応 - 患者からの訴えの確認
・ナースコール対応 - 環境確認

患者応答

Can I have a blanket?
( 毛布をください )

Please close the window.
( 窓を閉めて下さい )

Please give me something hot to drink.
( 暖かい飲み物を下さい )

音声検索文字検索

応答用例の候補を提示する

図 8 応答候補提示機能 (改良後)

Fig. 8 Screenshot of a reply function (improved).

ぷち通対訳 ( 推奨 ) 該当 5 件

機械翻訳

日本語  ⇒  中国語　

※機械翻訳の精度は高くありません．
　使用には十分注意して下さい．

Have you urinated?
( 排尿はありましたか？）

 入力 : 排尿はありましたか？

Was there urination?
（再翻訳 : 小便がありましたか？ )

お気に入り場面検索 音声入力 文字入力 履歴履歴履歴

・バイタル .
・服薬状 ...

・排尿
・導尿

Did you pass stone with 
urination?

（排尿時石が一緒に出ました
か？）

How often do you urinate a day?
（排尿は一日何回ありますか？）

日本語　⇔　中文　戻る 検索結果

・排尿

①入力文を提示

②「再翻訳」と説明を加える

図 9 翻訳画面 (改良後)

Fig. 9 Screenshot of a result of a translation function (im-

proved).

が分かった．この要望には，4.2節で述べた穴あき

用例機能によって対応可能だと想定していたが，「数

字や日にちは，紙に書くことで伝えることができる」

という意見を得た．今後は，数字以外の穴あき用例

にも対応できるよう拡張する．

7. おわりに

本稿では，携帯型多言語医療対話支援システムぷち通

の開発および大学の附属病院への導入について述べた．

本研究の貢献は次の 3点にまとめられる．

( 1 ) 医療機関へ携帯型多言語間医療対話支援システムの

導入を行った．

( 2 ) 医療対話では「医療場面に応じた定型文のセット」

が多用される．

( 3 ) 正確性と迅速性が求められる医療現場では，システ

ム利用者は未知の機能を試さない．

今後，患者のインタビューも行うことで，患者側の要

求事項をまとめる．また，改良したシステムを再度病院

へ導入し，利用プロセスやシステムの問題点を明らかに

する．

謝辞 システムの設計において，NPO多文化共生セ

ンターきょうとの前田華奈氏および看護師の高嶋愛里氏

に貴重なコメントを頂いた．

本研究の一部は，日本学術振興会科学研究費基盤研究

(B)(22300044)の補助を受けた．
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